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　平成31年３月11日、郡山市の福島県農業総合
センターにおいて、福島県農業総合センター畜産
研究所の「平成30年度研究成果発表会」を開催
しました。
　この発表会は、畜産研究所が取り組み得られた
試験研究成果並びに技術情報を、農業者、関係機
関を始め県民に広く公表、伝達するとともに、参
加者からの意見を伺うことを目的として毎年開催
しており、今年度は当所所員を含め53名の方々
にご参加いただきました。
　この日は、東日本大震災の発生から８年目の日
であったため、地震発生時刻の14時46分に合わ
せて参加者全員で黙祷をささげ、犠牲になられた
方々のご冥福を祈りました。

発表会では当所の成果５題と浜地域農業再生研究
センターの成果１題の計６題を口頭発表し、また
各成果のポスター展示とポスターチラシの配布を
行いました（別表）。
　口頭発表では、各成果で参加者から試験の内容
や成果の今後の活用等について質問が出され、関
心の高さがうかがえました（写真１）。
　成果発表後は当所の情報として、本県の種雄牛
や地鶏、現在取り組んでいる乳房炎ワクチン試験
の紹介を行い、参加者は熱心に説明に聞き入って
いました（写真２）。
　研究成果発表会でいただきましたご意見、ご要
望は今後の当所の試験研究に反映させてまいりま
す。

福島県農業総合センター畜産研究所の
研究成果発表会を開催しました

農業総合センター畜産研究所

発表機関 発　　　　表　　　　成　　　　果　　　　名

畜産研究所

1
梱包・密封機能が一体化したマルチコンパクターにより高品質なトウモロコシ子実サイレージを調
製することができる

2 放牧時における放射性物質摂取リスク低減技術について

3 肉用牛肥育一貫経営において黒毛和種雌肥育牛へ給与する配合飼料の 30% を圧ぺん玄米で代替できる

4 福島県産雌黒毛和種の牛肉のオレイン酸含有率は平均で 55% を超えていた

5 会津地鶏ムネ肉はイミダゾールジペプチド含量が多い

浜地域農業再生
センター 1 施肥による牧草のイオンバランス調整技術の実証

発表成果一覧

当所研究員と参加者の質疑応答 当所試験課題の紹介
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　福島県酪農青年研究連盟（会長　斎藤忠義）主
催の第66回酪農発表大会・酪農講演会（第4回酪
青連酪農後継者研修会）を、２月22日（金）郡
山市熱海町「磐梯熱海温泉ホテル華の湯」にて開
催しました。この大会は、県内各地の優秀な酪農
経営の成果を発表し、それに基づく意見交換を行
い、これによって酪農経営の合理化、そして近代
化を推進して、本県酪農発展に資すことを目的と
して開催しています。当日は、会員・関係者約
90名が参加し、盛会となりました。
　はじめに、浜酪農青年研究会の井出てい子さん
より「私がここで生きる意義～人生の最期は牛舎
で迎えたい～」という題で発表して頂きました。
次に、県北酪農研究会の安齋洋志さんより「我が
家の更なる飛躍を目指す効率酪農経営」という題
で発表して頂きました。

　

どちらの発表も、発表者のお二人の酪農に対する
熱い想いが伝わってくる素晴らしい発表でした。
お二人の今後一層の活躍をお祈り申し上げます。
　また、３月19日（火）・20日（水）に山形県上
山市で開催される、東北酪農青年女性会議主催の
東北酪農発表大会において、意見体験発表の部に
井出てい子さん、経営発表の部に安齋洋志さんが、
福島県酪農青年研究連盟代表として発表しますの
で、よろしくお願いいたします。
　発表大会終了後、酪農講演会（第４回酪青連酪
農後継者支援研修会）が行われました。講師に、
北海道ホルスタイン農業協同組合登録部改良課の
馬場俊見先生をお迎えし「ゲノミック評価の基本
と今後の活用」と題し、ゲノミック評価の概要、
ゲノミック評価値の活用法、ゲノム（SNP）か
ら判ることなどについてご講演いただきました。

福島県酪農業協同組合

福島県酪農青年研究連盟主催

第66回酪農発表大会・酪農講演会
（第4回酪青連酪農後継者支援研修会）を開催!!

井出てい子さんの発表

安斎洋志さんの発表
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　第54回肉用牛枝肉共励会が２月15日に東京食
肉市場で開催され、南相馬市の門馬敞典さんの出
品牛が最優秀賞に輝き農林水産大臣賞を受賞しま
した。ＪＡグループ福島としては３年連続で農林
水産大臣賞受賞です。共励会には福島、秋田、栃木、
茨城県から黒毛和種去勢牛60頭の出品があり、門
馬さんの枝肉は、枝肉重量565kg、等級格付けＡ
５、脂肪交雑（ＢＭＳ）12、ロース芯面積118㎠、
血統は父が「美津照重」、母の父が「美国桜」、母
の祖父が「安糸福」でした。

　平成31年３月18日、福島市において本協会の
平成30年度第２回通常総会が開催されました。
　宗像実会長の挨拶後、福島県知事より来賓祝
辞(農林水産部白石畜産課長代読)をいただきまし
た。提出された議案第１号「平成31年度会費及
び納入方法について」、議案第２号「平成31年度
役員報酬の決定について」、議案第３号「理事の
補欠選任について」はいずれも全会一致により原
案どおり承認され、中央家畜衛生推進協議会長の

江田文夫氏(浅川町長)が理事に選任されました。
また、平成31年度事業計画及び収支予算書につ
いて報告しました。
　協会といたしましては、関係機関、団体、生産
者と一体となって経営安定対策、家畜衛生対策、
価格安定対策、家畜改良事業等に取り組んで参り
ますので、引き続きご理解、ご協力を賜りますよ
うお願いいたします。

「全国肉用牛振興基金協会第54回肉用牛枝肉共励会」
で農林水産大臣賞を受賞

公益社団法人福島県畜産振興協会
平成30年度第２回通常総会開催

ＪＡ全農福島

公益社団法人　福島県畜産振興協会

最優秀賞を受賞した門馬敞典さんの娘婿、昌憲さん
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　２月21日（木）に福島市飯坂町の摺上亭大鳥
で第74回定期総会が開催され、出席した32名の
会員により平成30年度の事業報告および平成31
年度の事業計画など原案どおり承認されました。
　同席では昨年８月に開催された第31回福島県
はちみつ品評会で最高賞の農林水産大臣賞を受賞
した会津若松市の松本高明さんをはじめ各受賞者
の表彰が行われました。

福島県養蜂協会

福島県養蜂協会　第74回定期総会開催

農林水産大臣賞を受賞した松本高明さん
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　うつくしま福島畜産m
マ ザ ー ズ

other'sクラブｅ
イ ー エ ン

－ＥＮの皆さ
んと、一般の消費者を交えた料理講習会及び座談会
を開催しました。
　うつくしま福島畜産m

マ ザ ー ズ

other'sクラブｅ
イ ー エ ン

－ＥＮとは、
福島県内の女性畜産生産者を中心に、飼養畜種の
垣根を越えて集い、女性の立場からみた経営におけ
る疑問や不安等、同業者であるからこそわかりあえる
ことを気軽に話し合える場、また消費者との交流や
食育などを通して畜産への理解を深める場として活
動しています。
　今回は畜産物の消費拡大、参加者相互の交流を
目的として、畜産物を使用し、難しいと思っていた主
役のお料理を簡単に作って、自分も家族もニコニコ
になれる料理講習会と座談会（意見交換会）を平成
31年２月20日（木）に県立農業短期大学校「農産加
工技術センター」において開催しました。
　当日は、一般の消費者（男性の参加あり）も含
め24名の参加者があり、和気あいあいと作業を
進めながらも、随所に主婦の技が披露され、毎回
感心させられてしまいます。昼食を兼ねた試食で
は、盛り付けコンテストを開催し、強豪揃いの激
戦を同順位３名が優勝し、マザーズクラブからレ
トルト商品をプレゼントしました。　
　作成したタレをはじめ、会員皆さんの御好意で
提供頂いた品々も含め、どれも主役のメイン料理
からデザートまで並び、大変おいしくいただきま
した。

　座談会（意見交換会）では、改めて近況を確認
し合うとともに、一般の方からは、いつも買って
いるお肉を生産している方と交流することがで
き、お肉に対する見方が変わった。などの声も寄
せられ、アンケートでは、皆、次の開催も参加し
たいという意見でした。

モッツァレラチーズ作成の様子

ローストビーフ作成の様子

試食の様子

うつくしま福島畜産m
マ ザ ー ズ

other’s クラブｅ
イ ー エ ン

－ＥＮのみなさんと
「みんなニコニコ料理講習会・座談会」を開催しました
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新しい肉用牛肥育経営安定交付制度について

肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）とは…

　ＴＰＰ11の発効日（平成30年12月30日）をもって、牛マルキンは新たな法律制度である「肉用牛肥育
経営安定交付金制度」として、「畜産経営の安定に関する法律」に基づき新たな国際環境のもと、恒久的
な畜産経営のセーフティネットとしてスタートしました。

　生産者の方は負担金を納付すれば、肥育牛
１頭当たりの標準的販売価格が標準的生産費
を下回った場合に、差額分の９割が交付され
ます。
　※生産者負担金は、交付金の原資（1/4相当）
に利用されます。

福島県の区域における負担金単価
肉専用種 交雑種 乳用種

平成30年度 13,000 17,000 19,000
※肉専用種については福島県の区域について定められたものです。

　福島県の区域については、（公社）
福島県畜産振興協会が、積立金管理者
の指定を受けて業務を行っています。
交付金の交付についても生産者からの
委託を受け、代理受領し交付いたしま
す。

牛マルキンと法制化について

新たな牛マルキンの仕組み
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肉用子牛生産者補給金制度
制度の仕組み

　四半期毎に農林水産大臣が告示する肉用子牛の平均売買価格（品種別）が保証基準価格を下回った場合
に、その期間中に肉用子牛を販売または自家保留していれば、生産者補給金が交付されます。

●肉用子牛の保証基準価格及び合理化目標価格
区　分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳用種 交雑種

保 証 基 準 価 格 531,000 489,000 314,000 161,000 269,000
合理化目標価格 421,000 388,000 249,000 108,000 212,000

注：平成30年12月30日から適用する。
注：平成31年10月に消費税が8％から10％に引き上げられた場合には、保証基準価格及び合理化目標価格について、消費税

率引上げを反映させた所要の改定を行う。

◆子牛価格低落時の交付例
　例１．黒毛和種の平均売買価格が45万円の場合
　　　　531,000（保証基準価格）−450,000（平均売買価格）=81,000円（交付額）
　例２．黒毛和種の平均売買価格が40万円の場合

｛ 531,000（保証基準価格）−421,000（合理化目標価格） ｝＋｛ 421,000（合理化目標価格）
−400,000（平均売買価格） ｝×0.9=128,900円（交付額）
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この印刷物は再生紙を使用しています

家　畜　取　引　状　況　報　告
平成31年 １～２月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

平成31年 １～２月 乳子牛市場成績 （県家畜市場）  
JA全農福島県本部	 （税込み）

平成31年 １～２月 乳子牛市場成績 （県家畜市場） 
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

１

雌 288 1,303,560 247,320 746,573 288 2,588 291 131 157

雄

去勢 400 1,306,800 477,360 869,827 312 2,789 283 167 233

計 688 1,306,800 247,320 818,232 302 2,709 286 298 390

２

雌 316 1,677,240 59,400 741,451 286 2,594 286 130 186

雄

去勢 423 1,278,720 488,160 877,108 309 2,843 278 194 229

計 739 1,677,240 59,400 819,100 299 2,741 281 324 415

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

１

乳 登 1 358,560 358,560 358,560

妊 娠 牛

E T 和 雌

E T 和 雄 4 757,080 405,000 624,240 5,637 111

乳 雌 牛

乳 雄 牛 26 181,440 27,000 110,783 1,460 76

乳 去 勢 子

F1 雌（育成）

F1 去（育成）

F1 雌（ ｽ ﾓ ｰ ﾙ ） 45 277,560 193,320 246,408 3,191 77

F1 雄（ ｽ ﾓ ｰ ﾙ ） 67 382,320 111,240 285,152 3,572 80

計 ・ 平 均 143 757,080 27,000 251,254 3,197 79

２

妊 娠 牛

E T 和 雌 3 496,800 365,040 447,120 5,453 82

E T 和 雄 4 707,400 356,400 545,940 6,911 79

乳 雌 牛

乳 雄 牛 27 144,720 1,080 94,280 1,292 73

乳 去 勢 子

F1 雌（育成）

F1 去（育成）

F1 雌（スモール） 59 291,600 87,480 228,557 3,111 73

F1 雄（スモール） 69 382,320 39,960 300,037 3,856 78

計 ・ 平 均 162 707,400 1,080 248,507 3,290 76

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

１月
第279回

ホ ル 雄 74 172,800 1,080 95,230
ホ ル フ リ ー 2 20,520 1,080 10,800
F 1 　 　 　 　 雌 59 313,200 38,880 243,586
F 1 　 　 　 　 雄 67 423,360 118,800 321,727
和 牛 雌 4 500,040 463,320 483,300
和 牛 雄 13 718,200 443,880 610,117
和 牛 去 勢 0
計 ・ 平 均 219 718,200 1,080 241,373

２月
第280回

ホ ル 雄 57 186,840 1,080 120,240
ホ ル フ リ ー 0
F 1 　 　 　 　 雌 57 281,880 108,000 233,072
F 1 　 　 　 　 雄 68 406,080 27,000 312,247
和 牛 雌 6 584,280 287,280 489,780
和 牛 雄 13 678,240 486,000 591,175
和 牛 去 勢 0
計 ・ 平 均 201 678,240 1,080 258,684


